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１　はじめに

　文科省はこの2月に，幼稚園から中学校まで

の次期学習指導要領の改定案を発表した。今回

の改定のポイントは，知識の理解の質をさらに

高め，確かな学力を育成する「主体的・対話的

で深い学び」であるとしている。その際，『子

供たちに求められる資質・能力とは何かを社会

と共有し，連携する「社会に開かれた教育課程」

を重視』するという。そして「何のために学ぶ

のか」という学習の意義を共有しながら，授業

の工夫や教材の改善を引き出したいとしてい

る。（1）

　これまでも少しずつ社会状況に応じて変えら

れてきた指導要領であるが，特に近年の人工知

能AIの急速な発達や，PC，スマホなどの普及

が，教育のあり方にも重大な影響を与えている

との認識からの改訂が進められてきた。文科省

のいう「社会に開かれた，子供たちに求められ

る資質」というものが，何を意味するかがさま

ざまな憶測を生み，考えようによっては国のた

め教育になりかねないという見方もありうる。

しかし，とりあえずここでは素直に「市民のた

めの教育」を大前提にしたい。複雑な高度情報

社会において，より確かな情報を自ら判断する

「知」というものを身につけた，自立，自律し

た市民である。

　「教育」というものの根幹に関わることであ

るが，「何のための学びか？」ということが改

めて問われている。受験のために教科書をこな

すことに追われる現場，その教科書の重要単語

を覚えることに主眼を置いてしまう授業。特に

「生物」では，「考える」ための練習問題のよ

うなものを入れ込みにくく，それが「生物」が

「暗記科目」とされる所以でもあった。そして

今，スマホですぐに何でも調べられる社会状況

の中で，「教育」の根源的意味が問われている。

２　社会，生活につながらない授業

　生徒たちは「なんで勉強しなきゃいけない

の？」という疑問をぶつけてくることがよくあ

る。その答え方は教員によっても異なるだろう。

　私が新学期の初めの導入でよく語ったのは

「広い世界を見よう！　そうすれば自分の進む

道，そして自分の足元が見えてくる。」という

ものである。生物教員の私としては常に「いの

ち」の世界を伝えるということを意識してきた。

これを学ぶ事によって，自分の体を，生活をよ

り深く理解することができるようになる。しか

し，生徒たちが重視してしまうのは，試験に出

る重要単語である。そして学習で得た知識なり

考え方なりが，なかなか生活につながらず，単

なる試験用の知識としてしかとらえられていな

いという現実がある。

　一つの例を挙げてみよう。生物授業で，植物

の成長に関して「頂端分裂組織で，茎や根の先

端部の組織がどんどん分裂し，先へ先へと茎や
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根を伸ばしていく」という話の後，しばらくし

てからコーヒーブレイク的に次のような余談を

する。「自分の学生時代の思い出ですが…。あ

る山歩きグループを立ち上げた仲間たちと初め

ての登山した際，２ｍほどの杉の幼木の下枝に

登山記念のプレートをつるしました。十年後に

その木を見つけると，８ｍ位に成長していて，

プレートはもう手の届かないところにあって

びっくりしました。」という話をまことしやか

にする。「そんなプレートを見てみたい！」と

多くの生徒が思ってしまっていた。よく考える

とこれは嘘であることがわかる。茎は先端部が

先へ先へと伸びるので，プレートをつるした枝

ごと高いところへ移動してしまうことはありえ

ない。しかし，その授業の直後であっても，すっ

かりこの話にだまされてしまうのである。この

理由の一つには，授業内での知識が与えられた

「単語」でしかなく，植物の成長の仕方の本質

的理解になっていないためであろう。これが

日々の植物の成長を自分で観察し，その結果か

らの「気づき」であれば，かなり違うことになっ

ていただろうとは想像できる。また，教科書に

描かれた絵としての理解ができていても，自分

たちの実生活の木の成長と連動させることが少

ないのだろう。

３　社会，生活，自分につなげる生物授業

　教室内での「勉強」はそこだけで完結してし

まっており，いったん教室外へ出ると，もはや

違う世界という認識なのだろうか。これでは前

述の「主体的で深い学び」にはまったくなって

いない。しかし，この話題の後に，「自分が小

さい頃に登りやすかった木を，改めて今，考え

てみよう。」と問いかけてみる。その木には小

さい子の足がかかりやすい下枝があったはずで

ある。そしてその足場になる枝は，今でもその

位置にあると想像できる。教科書の内容を，生

徒と対話しながら生活に絡めて説明することに

よって，より広がりをもつことになるだろう。

教科書によってはコラムやTOPICという欄を

使って身近な現象や解明の歴史などに触れ，そ

の項目を広く自分の身体，生活そして社会につ

なげていくヒントを載せているものがある。（２）

　そんな話題を積極的に利用していきたいもの

である。

（１）　身近なものに関連させるトピックス的
　　  実践例

　生物教科書で取り上げられるさまざまな題材

を，極力自らの体や生活につながるような例を

挙げて展開した実践例をいくつか紹介する。た

だの話題としての場合もあるが，多くはちょっ

とした質問を投げかけ，そのやりとりの中でつ

ながりに自ら気づくようにしたものである。

①　筋肉　屈筋と伸筋

　「筋肉」の項目で関節を間に筋肉が描かれ，

それが収縮して曲がるというのは分かりやす

い。しかし，「背伸びをする」というとき，実

際に背がやや伸びるが，この時にはどんな筋肉

が使われているのかという質問をする。曲がる

のは分かるが，では「伸びは？」という疑問で

ある。生徒達は意外に考え込んでしまう。屈筋

に対してその逆を引っ張る伸筋の存在がある。

　これは腕を曲げたり，伸ばしたりすることを

考えると，伸ばす時には曲げるときとは逆側の

筋肉が使われているということにすぐ気づくは

ずである。全身は棒のようにまっすぐになって

いるものではなく，所々で曲線を描いている。

ふだんあまり使われないが，やや曲がったとこ

ろを伸ばす筋肉がある。何気ない体の動きであ

るが，筋肉と関節の動きに関してある先入観に

とらわれてしまっていることを再認識させるこ

とができる。

②　ビタミン剤

　身の回りには多くのビタミン剤があふれてい

る。主な効能は「疲労回復」であるが，このビ
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タミンは一体どのように使われ，なぜ疲労を回

復するのか。特にビタミンB群は主に好気呼吸

におけるエネルギー変換の際に働く。呼吸反応

の主要部分にクエン酸回路があり，そこでは脱

水素酵素がその補酵素（水素受容体）とともに

働いている。その補酵素として存在するNAD
やFADの構成要素に，ニコチン酸アミドやリ

ボフラビンがある。多くのビタミン剤の成分に

この二つ，ニコチン酸アミドとリボフラビンの

名前は必ず入っている。疲れた時すなわちエネ

ルギーを大量に使った時に，クエン酸回路で消

耗したこの補酵素の補充として使われるわけで

ある。生徒にはドリンク剤や錠剤の成分表示を

見せることによってより深い興味づけになる。

　身の回りにある薬剤や化粧品の成分表示は，

授業で扱うさまざまな物質が示されていること

も多く，授業内容を生活につなげることに有効

である。ちなみに多くのドリンク剤にはカフェ

インが入っている。この覚醒効果ですぐに効果

が現れてるような気にさせることを狙っている

ようである。しかし，カフェインに敏感な人が

夕方以降に飲むと眠りにくくなる。それを回避

するためにカフェイン抜きの，夜に飲むドリン

クも販売されるようになってきた。

　このビタミン剤などがなぜ効くのかはなかな

か知られていない。生物授業の中の「呼吸」の

ところでせっかく出てくるのであるから，これ

はコメントしておきたい。ちなみに有名な毒薬

「青酸カリ」は，この「呼吸」の電子伝達系の

反応を阻害することが，死に至らしめる一つの

要因とされている。毒がなぜ「毒になるのか」

も知られていないことが多い。

③　腎臓の働き

　腎臓が尿をつくる臓器であることは分かって

いるが，どのくらい大切なものなのかという実

感はなかなかない。これはあまりに重要で日々

当たり前のように働いてくれているからであ

る。便秘の日はあっても，尿の出ない日はない。

もし，１日尿が出なければすぐに医者に行った

方が良いだろう。この臓器は一日約１７０リッ

トルもの原尿を作り出し，水の再吸収によって

１～２リットルの尿として排出されると教科書

に記載されている。これでもよく働いていると

感じることができるが，前述のビタミン剤を飲

むと２時間もしないうちに尿が黄色くなる。こ

れはビタミン剤の中のリボフラビンによるもの

だが，大量に体に蓄えられるものではないの

で，血液に吸収されるとすぐに腎臓から排出さ

れることになる。これなども腎臓の活発な動き

を示している。ビタミン剤を飲んだ後の尿の色

を観察するよう伝えることも，自分の臓器の働

きを実感させ，そしてビタミン剤の成分の多く

は，無駄に多いことも知ることになる。

④　自律神経

　これは体の状態変化そのものに直結している

ので，その働きも自分の体に起こる現象と結び

つき実感しやすい。交感神経は緊急時，すなわ

ち驚いたり，興奮したり，極度の緊張などの際

に働くが，「そんな時，君の体で起こる変化

は？」という質問をする。緊急時は，生きもの

として自分の命を守る時なので，目を見開き周

囲の情報をしっかり把握しようとしたり，エネ

ルギーを大量に作れる状態にする。これらが瞳

孔の拡大や目の見開き，拍動，呼吸の増加など

につながっている。それらとともに立毛筋が収

縮し「身の毛がよだつ」し，口が渇き「固唾を

飲む」ことになり，体表面の毛細血管が収縮し

「顔色が青くなる」そして「胃がきゅっと締め

付けられる」，どれも多くの生徒たちが経験し

ていることである。

⑤　浸透圧

　以前は細胞や細胞膜の項目で多くのページが

割かれていたが，現在ではごく一部で紹介され

るのみになってしまった。これは選択「生物」

の受動輸送に出てくる。これが割愛されてしま

うにはいろいろな理由もあるであろうが，生活

と関わりの深い現象でも有り，よい題材であ
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る。

　「青菜に塩」という言葉はもはや死語に近い

であろうが，塩漬け，塩もみなど料理に関わり，

多くの生徒がその現象を知っている。また，「ナ

メクジに塩」は未だに多くの生徒たちが知って

ることに逆に驚かされる。かつて台所は外に開

かれており，ネズミやナメクジはよくいたもの

である。そんな中でお母さん方がそれをいやが

り，塩を振って退治したのであろう。いまや台

所はキッチンとなってほぼ閉鎖された空間に

なっており，ナメクジを見つけることは難し

い。しかし，なぜか知っているのである。この

部分は詳しくやるとそれなりに難しいので，細

胞膜は水を通す膜であり，この膜を隔てて２つ

の濃度の違う溶液が接すると，溶質濃度の濃い

方へと水が移動することを説明する。この細胞

膜の半透性という性質を知ると，前述の漬け物

やナメクジ，または生理的食塩水，スポーツ飲

料や点滴などさまざまな生活に直結している事

柄の意味を知ることになる。もちろん腎臓の働

きにも繋がっている。最近では熱中症に対する

関心が高く，私たちの体液と同じ塩分などを含

んだスポーツ飲料や水分補充液が盛んに宣伝さ

れている。かつてはその成分表示に「体液と同

じ浸透圧」などと書かれていたが，最近ではあ

まり見なくなってしまった。

⑥　発酵

　呼吸のところで，好気呼吸のあと嫌気呼吸の

一つとして扱うことになるが，これも私たちが

古くからさまざまな食品を作るために利用して

いる自然現象の一つである。アルコール発酵は

ブドウ糖に酵母が働いて起こす嫌気呼吸反応で

ある。これは酵母自身が生きるための活動で，

その際にできてしまったアルコールは酵母に

とって余分なので排泄される。それを私たちが

集めて利用でしているわけである。古今東西さ

まざまな酒文化が存在する。もっとも単純な葡

萄のブドウ糖に酵母を働かせてつくる「ワイ

ン」，麹を使って米などのデンプンをいったん

ブドウ糖にして酵母を働かせる「日本酒」があ

る。また変わったところでは，麦を発芽させた

後に酵母を働かせる「ビール」。これは麦粒が

自ら発芽のエネルギーをつくるため，胚乳に蓄

えたデンプンをブドウ糖にする反応を利用して

いる。そのためにビールの成分表示には「麦芽」

と書かれている。最近アニメ映画で有名になっ

た「口噛み酒」も唾液によってデンプンを消化

させ，ブドウ糖にして酵母を働かせてつくる酒

である。これは「酒」が作られた原型とも考え

られている。その他，乳酸発酵は乳酸飲料や漬

物はもとより寿司の起源でもある。醤油，納豆，

みそなどの発酵食品は日本の食文化の核であ

る。

（２）　社会的問題，自分自身の係わる問題と
　　  して考えさせる実践例

　医療関連の科学・技術が急速に発展した現

在，私たちはその最先端技術を自分のこととし

てとらえなければならない状況が出現してきて

いる。「命」の始まりや終末に関して，誰もが

否応なしに突きつけられる問題群がある。「生

殖補助医療」「出生前診断」「遺伝子診断」「ゲ

ノム編集」そして「脳死」「終末医療」など，

これらは少々重い問題群ではあるが，「生物」

の授業で扱うべき「生徒が主体的に社会につな

げつつ考える」べき問題ではないだろうか。

　これらの問題ではどれも解説の後，簡単なレ

ポートを書かせる。それもできればA4サイズ

の半分の用紙で，授業時間内に書かせたい。生

徒はなかなか書くことに慣れていないし，長い

文章を書かされるというだけで，プレッシャー

にもなり，前向きに書くことを拒否してしまう

場合がある。また，宿題とするとPC，スマホ

にあふれるさまざまな文章を参考にしてしま

う。ここでは，自分自身で考えることを主眼と

するので，時間が１５分程度だとしても授業時

間内に書かせたい。そして説明の際には，私自

身の意見は決して入れ込まない。これは予定調
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和的な考えに陥らず考えて欲しいからである。

　利点や問題点は生徒自身にあげさせて，問題

提起だけはしておく場合もある。また，書かれ

たレポートは代表的意見や特徴のある意見など

を抜粋してまとめ，プリントにして生徒に

フィードバックする。こうすることによって他

の人の意見を知ることになり，多面的な考え方

ができるようになるだろう。また，自分の意見

がピックアップされたかどうかを気にして，

しっかり読んでくれるようである。

　以下の文中で，中学，高校で扱う生物教科書

の項目名は，中学では大日本図書，高校では東

京書籍の教科書からとっている。（２）

①　「命」はいつからはじまるのか？

　動物の初期発生の過程で，精子と卵の受精か

らはじまって，卵割，形態形成までの図を利用

する授業である。「動物の発生」は中学３年の

理科「生命の連続性　生物の成長と増え方」で，

発生が簡単に説明されている。その後，高校で

は「生物基礎」の「遺伝子の発現」で一部紹介

されるが，「発生とそのしくみ」の主体は選択

の「生物」に置かれている。

　　精子＋卵　→受精卵→二細胞期…胞胚期→
　　　　　　　原腸胚期→神経胚期…　幼生

　これはウニでもカエルでもよい。ここで私た

ちヒトも同様な発生過程をもつが，以下のよう

な課題を与える。そして「正しい答えがあるわ

けではありません。自分の思いを書いて下さ

い。」と指示すると，法律にとらわれない自由

な発想で誰もが考えることができる。

 
（課題１）

　受精卵から出産までの過程で，あなた自身の

「命」は　どこから始まっていると思いますか。

　精子は精巣で減数分裂の結果作られた生殖細

胞。卵も同様で，それらは両親の細胞の一部と

考えられる。それが出会って受精卵が作られる。

　遺伝子的にはここではじめて，世界で一つの

「自分」の細胞が作られることになる。しかし，

現実的に「私の命」がどこからはじまっている

かは個々人の考え方で異なる。妊娠中絶の問題

から法律的には，一定の条件のもと２１週（妊

娠５か月）までが中絶可能な期間となっている。

　それ以降は母胎に負担がかかるということも

あるが，ここからがヒトの「命」という認識で

あろう。ちなみに１２週未満の中絶胎児は医療

廃棄物として廃棄され，１２週以上の死胎は，

墓地埋葬法に規定する「死体」として火葬・埋

葬される。これを勘案すると，１２週からがヒ

トの「命」とも言える。ただ，環境省および厚

生労働省は「１２週未満であっても生命の尊厳

に係わるものとして適切に扱うことが必要」と

の見解を出している。このあたりが社会的な

「命」の認識の複雑さを示している。しかし，

実際はさまざまな事情で法的に無効な中絶が行

われてしまっている。また，ヒトの受精卵や胚

の実験的使用も倫理的問題を孕むとして問題視

される。それをもとに受精卵からではなく体細

胞からのヒト人工幹細胞を作って，さまざまな

応用を可能にしたのが iPS細胞であるのは有名

である。

　法律的もしくは宗教的にとらえるだけでな

く，自分はどう考えるかということは，自分自

身の始まりを考えることになり大切である。望

まない出産の問題にもつながり，子殺しや赤

ちゃんボックス，そして「出生前診断」の結果

に伴う中絶の選択など，若い誰もが自分のこと

として考えなければならない重要な問題に広

がっていく。上記の法的なもの以外に，厳密な

正しい定義などがあるわけではない。自分自身

が「命」をどう考えるかということである。生

徒達のレポートには，「父と母が子どもができ

たと，おそらく喜んだ時からだとも思いまし

た。」「命が始まるのは，母親が妊娠したのを自

覚した時からだと思う。そこで自分の命がある

ことを知らせるので，ここから自分の命は始
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まっていると思います。」など，さまざまなと

らえ方が書かれており，感動さえ覚えてしまっ

た。

②　生殖補助医療に関して

　「生殖」については，中学校では３年で「生

命の連続性」という項目で，生殖や染色体，受

精と発生，遺伝子などが出てくる。ここの最後

では「終章　学んだことを活かそう」に「遺伝

子技術を調べてみよう」があり，自己学習とし

て「遺伝子に関する研究とわたしたちの生活」

「医療と遺伝子技術」などが出てくる。このよ

うな終章では，おおむね時間が足りずにほとん

ど授業として扱われないのではないかと危惧し

てしまう。高校の「生物基礎」では，「受精」

について扱わなくなっているが，「生物」で簡

単に扱われる。せっかく人として成長していろ

いろ考えられるようになる高校で，多くの生徒

は学ぶ機会が少ないのではないだろうか。

　体外受精という技術が開発されてから生殖補

助医療は急速な発展をとげ，「命」を作る部分

でさまざまな事が行われるようになってきてい

る。「体外受精」「胚移植」「顕微授精」「凍結胚・

融解移植」などから，倫理的問題の指摘される

「借り腹」「精子・卵バンク」などなど，医療

の名目を逸脱したビジネスとして行われている

場合もある。また，これらは「デザイナーべー

ビー」にもつながりかねない問題でもある。そ

して，「出生前診断」では，母体の血液の中に

含まれている胎児のDNAを検出し，胎児の染

色体異常の有無をより安全に知ることができる

ようになってきている。しかし，その結果に

よって「問題有り」とされた人の８割近くが妊

娠を中絶している。個々人考え方で軽々には語

れないが，かつての「優生学」，そして昨年に

神奈川で起きた「やまゆり園事件」にもつなが

る問題でもある。（別紙授業資料１参照）

　かなりシビアな問題であるが，だからこそ向

き合わなければならない問題である。これは中

高生にはなかなか難しいところのある課題であ

るので，少しの工夫も必要であろう。

　以下に提示する課題とその反応は，神奈川大

学の一般教養科目「基礎生物学」で扱ったもの

である。

（課題１）

　あなたが不妊傾向とされた時，どの程度まで

の技術を使いたいとおもいますか。

（課題２）

　遺伝的改良が個人の問題だけでなく社会的有

益を持つとしたら，その倫理的問題（改良前の

弱者は社会に無益か？）に関して，あなたはど

う考えますか？

　やはりさまざまな考え方がでてくる。課題１

のレポートではあくまで「子供づくり」にこだ

わらないという意見も多い。男女の差もあるが，

まだ結婚前で実感とはほど遠い世界のせいかも

しれない。しかし，この時期の考え方を自分の

中においておくと言うことも，将来の選択に大

切だろう。次の課題２に関しては，結構遺伝的

改良に肯定的な過激な意見も少なくない。若者

特有の「進歩」「改良」への期待も大きい。し

かし，また強弱の存在を認めつつ，お互いに

フォローしあう，また助け合うからこそヒトで

あるという，ヒトの成立までにさかのぼっての

考えも少なからずあった。１，２ともにあった

が，「母の話」や「身内の障がい者」の具体的

な経験を通した話などは，多くの学生にとって

それなりのインパクトがあるだろう。少なくと

もこのような授業を展開することによって，多

面的な考え方の存在を確認させたい。

⑦「死」について

　「脳」に関連して，「死」を考えさせようとい

う授業である。中学では２年次に「行動のしく

み」の「神経系」，そして高校では生物基礎「体

内環境の調節」の項目で，「脳」を扱うことに

なる。しかし，どれも簡単にふれているだけに
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過ぎない。しかし，「脳死」や「終末医療」「看

取り」などは，社会の底流を流れる重要な課題

である。高校生でも祖父母の死を経験している

ものも少なからずいて，具体的な問題として考

えることはできるはずである。神経，脳にまつ

わるどこかの場面で，精神を司る「大脳」や生

命維持に重要な「脳幹」にも触れ，「脳死」と「植

物状態」の違いを学び，「終末医療」を考えさ

せる必要を感じている。（別紙授業資料２参照）

　次は高校でも扱った実践記録である。

（課題）

　あなたは家族が「脳死」を宣告されたとき，

延命治療の中止をどう考えますか。

　あなた自身が「脳死」を宣告されたとき，延

命治療をどうしようと考えていますか。

　この問題は「脳死」というものを理解してい

ても，なかなか難しい問題である。以前に病院

に行った際，カーテンだけの隣の個室で，医者

が家族に患者の「脳死」状態を告げ，「どうし

ますか」と聞いている場面に偶然でくわしてし

まった。そこでその家族曰く「私らはなにもわ

からないので，先生決めてください。」を繰り

返していた。医者もいろいろ説明をしているの

であるが，家族はなかなか決めかねていた。こ

のような状況は，食事が自ら取れなくなった高

齢者への対応で，積極的な「胃瘻」か消極的な

「看取り」とするかの選択にも関連する。これ

らは多くの生徒達がこれから自分の祖父母，ま

たは両親の終末に関わる中で直面するであろう

問題である。レポートでは「自分は家族に迷惑

をかけたくないので，延命治療などはしてほし

くない。」というものが多いが，しかし，反面

家族がそうなったときに，「自分で中止の決断

はできないかも知れない。」というジレンマに

陥る。そんな中で，「本人，家族双方が納得い

く解決策を話し合っておくことが，誰も傷つけ

ない解決策だろう。」という意見もあった。さっ

そく家族で話してみたという報告もあり，まさ

に生きた教材になっている。また，もう一つの

問題はそのような状態になった際の自分の思い

である。自分自身の問題として考えると，どう

しても「家族に迷惑はかけたくない」という思

いに陥る。この考え方はもちろんわかるが，「遺

伝的改良」で触れた社会的弱者の存在という問

題にもつながってくる。迷惑をかけてしまうよ

うな弱者の存在は必要ないのか。単純に迷惑を

かけたくないといううるわしいだけの話ではな

いのである。

④　豊かさとは何か

　今日の日本を含めたいわゆる先進諸国は，か

なりの「豊かさ」を享受している。しかし，そ

の反面，さまざまな地球規模の環境問題を抱え

てしまっている。これは「生態系」の学びに関

連して，ぜひ扱いたい部分である。中学では「自

然のつりあい」そして「地球の明るい未来のた

めに」，高校では基礎生物で「生物の多様性と

生態系」「生態系とその保全」，そして生物では

「生態と環境」で生態系や多様性が扱われてい

る。前述した一連の社会問題の扱い方とは異な

り，かなりしっかりと広範囲に扱われている。

　やはり環境問題への国際的な意識の高まりの

影響であろうか。「温暖化対策」や「多様性の

維持」，そして日々生活に直結する「エネル

ギー」にかかわる問題である。これらの問題解

決に対して，どのような実践ができるかという

ことも大切であるが，ここではストレートに以

下のような課題を与える。

（課題１） 

　私たちは科学・技術を発達させ，「便利で楽

で速くてきれいな，豊かな生活」を実現させて

きました。しかし，それがさまざまな「環境問

題」「エネルギー問題」を引き起こしてしまっ

ています。あなたが考える「真に豊かな生活」

とはどのようなものですか。

　「真に豊かな生活」と聞いているのは，環境・
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エネルギー問題を解決し，世界中の，そして未

来の人々も含めての「豊かな生活」を前提にし

てほしいからで，そう説明しておく。これは高

校でも実施したが，その際のレポートデータを

失ってしまっているので，神奈川大学の学生に

書いてもらったものを紹介する。

　このレポートに関するものはある一定の傾向

が見られた。そこには「お金・物」を「もっと

もっと」ということは，ほとんど書かれていな

い。いままでの「環境学習」の効果かもしれな

い。衣食住と安全は基本であるが，それが満た

されていれば，ごく「ふつうの生活」が実は豊

かなのではないかという指摘であった。これは

東北大震災後に良く聞かれたフレーズなので，

その影響かもしれない。また，今の若者たちが

物質的な豊かさの一つの到達点に至っているの

かもしれない。そして，そのために失ってし

まったものにも気づき始めた。環境に配慮した

生活はもちろんであるが，物ではない何ものか

を求める姿勢を考えているようである。もう一

つ特徴的に感じたのは，「貧富の差」を埋める

こと，「平等の確保」である。一部の人だけが

豊かになっても，それは本来の豊かさではない

という考え方である。いま，「格差」問題がさ

まざまに語られている。そのような情報をもと

に引き出した考えであろう。以前に高校生に書

いてもらったものでも，「もっと」というもの

はすくなかったが，さすがに「平等性の確保」

という考えは出ていなかった。

　「もの」から離脱し，「平等性」をも含めた「豊

かさ」に対する考えはとても理想的に思えるが，

果たして現実的な生活ではどうなるだろう。科

学・技術の発展は私たちの生活を豊かにした。

それがさまざまな問題を引き起こして，「豊か

さ」の質や貧富の差にも気づいた。しかし，気

づいたところでも技術は日々発展し，さまざま

な新たな技術的提案がなされる。実はそれに私

たちが今度は引きずられて来ているように感じ

ている。好奇心を刺激されたり，医療技術でも，

顔の整形など「それができるのであれば使いた

い。」となるだろう。いまや，私たちの生活を

安全・安心で豊かなものにするために造りあげ

てきた科学・技術は，それ自体が発展進化の一

人歩きをはじめ，それに私たちが流されはじめ

ているのではないだろうか。そのあたりが新た

な様相を示して問題をより複雑にしつつあるよ

うに思える。

４　一般教養としての「理科教育」

　子どもの学力調査（PISA）でよく上位に入っ

ているフィンランド教育が注目されて久しい。そ

のフィンランドの理科教科書を読んでみた。（3）

学ぶ内容の項目的には日本のものとそう変わり

はないが，一番の特徴的に思えるのは，それぞ

れの項目で図版などの多くがヒトで示されてい

る。また，項目でも「成熟する性」「責任あるセッ

クス」「ヒトの一生」など，自分の体や社会生

活につながった直接的な例が多く，何のための

学びであるかがとてもはっきりしている。そし

て，さまざまな項目ごとに「練習問題」がつけ

られており，教科書自体は自分で読み，その問

題を考えるという形になっている。試験も教科

書持ち込み可で，単なる知識を求めるものでは

ないという。自分と社会を「つなげて」「考え

ること」こそが求められてる教科書であると感

じた。

　今回のこの実践報告では，講義の中の「話」

やレポートで「考える」ことによって，自分自

身そして社会とつながる「主体的な学び」を求

める一端を紹介した。しかし，この方向性のよ

り一層の充実を求めるのならば，教科書が変わ

ることが必要だろう。もう一度，私たちがやっ

ている，やろうとしている理科教育は一体何を

目指しているのだろうと考える必要がある。以

前の論集で書いた「科学教育に向けて」では２

つあげた。（4） 一つは次世代の研究者や技術者の

育成，そしてもう一つが一般教養としての「科

学教育」，「生物教育」である。これは一般的に
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もよくいわれているものである。しかし，近年

急速な科学・技術の進歩に伴って，今までには

あまり考えられなかったような複雑で難しい社

会が到来している。「科学」というもの自体も

複雑化し，いわゆるトランス・サイエンスとし

てもとらえられている。そこから派生して「放

射能リスク」「予防ワクチンのリスク」などの，

安全とリスクとの問題，医療の発達により「脳

死」「終末医療」「生殖補助医療」「ゲノム編集」

などの問題。また，地球規模の環境問題にして

もその対応はなかなかに難しい。そして，日々

の日常の中に現れる「似非科学」，また厳密な

検証を得ないままに盛んに流される「薬剤」「サ

プリ」など，いろいろな形で個々人の冷静な判

断や決断が求められる事柄が多い。これらに正

しく対応するためにも，理系文系とわけるので

はなく，すべての生徒達に，自身と社会をつな

ぐ一般教養としてのより確かな「理科教育」「科

学教育」が求められる。

５　終わりに

　新指導要領の改訂にあたっては，さまざまな

変化が予想される。以前の「ゆとり教育」の導

入におそらく匹敵する大きな変化をもたらすか

もしれない。しかし，「主体的学び」は，実は

常に多くの先生方が以前より求めてきたもので

もある。そして，今までの授業内容でも一定の

効果を上げても来ていたはずである。先の「ア

クティブ・ラーニング」という言葉は定義が多

様であるとのことで使わないことにしたとい

う。しかし，「主体的学び」にそれは生きており，

「討論，話し合い，発表」などの手法を積極的

に使っていくという方向は変わっていない。こ

れ自体はよいのであるが，さまざまな授業の展

開方法のひとつであることは確かである。以前

の論集でも指摘したが，現状ではやはり講義形

式，討論，レポートなど多様な形を取りながら

やっていくことが必要であろう。ここにあげた

実践のいくつかが，将来のより有効な「主体的

で深い学び」への橋渡しとなることを願ってい

る。
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